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【公開日】平成28年6月20日(2016.6.20)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月7日(2017.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気が流通する第１空気通路（１６）、前記第１空気通路へ接続され前記第１空気通路
から前記空気が流入する第２空気通路（１７）、および、前記第１空気通路へ前記第２空
気通路と並列に接続され前記第１空気通路から前記空気が流入すると共に前記第２空気通
路と空気流れ下流側で合流している第３空気通路（１８）が形成された空調ケース（１１
）と、
　前記第３空気通路に配置され、前記空気が流入する加熱器空気流入面（１５１ａ）およ
び前記空気が流出する加熱器空気流出面（１５１ｂ）を有して前記第３空気通路を流れる
前記空気を加熱する加熱器（１５）と、
　前記加熱器に対する空気流れ下流側に配置されて前記第３空気通路を開閉する開閉装置
（１４）と、
　前記加熱器に対する空気流れ上流側に配置され、前記第３空気通路が前記開閉装置によ
り閉じられた状態のときに前記第１空気通路から前記第２空気通路に流れる前記空気が、
前記第３空気通路側に進入することを抑制する板状のガイド部材（３２）と、
　前記第１空気通路に配置され、前記空気が流入する冷却器空気流入面（１３１ａ）およ
び前記空気が流出する冷却器空気流出面（１３１ｂ）を有して前記第１空気通路を流れる
前記空気を冷却する冷却器（１３）と、を備え、
　前記加熱器と前記冷却器は、前記加熱器空気流入面と前記冷却器空気流出面とが直交す
るように配置され、
　前記ガイド部材は、前記空調ケースにおける前記加熱器空気流入面に対向する部位と前
記加熱器空気流入面との間に形成された加熱器空気流入通路（１８１）に配置されるとと
もに、前記加熱器空気流入通路を複数個に分割するように構成されていることを特徴とす
る車両用空調ユニット。
【請求項２】
　前記加熱器は、前記空気と熱交換する流体を流通させるチューブ（１５２）が多数積層
されて構成され、前記ガイド部材は、前記加熱器空気流入面と前記加熱器空気流出面の並
び方向に沿って見たときに、前記チューブと重なる位置に配置されていることを特徴とす
る請求項１に記載の車両用空調ユニット。
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【請求項３】
　空気が流通する第１空気通路（１６）、前記第１空気通路へ接続され前記第１空気通路
から前記空気が流入する第２空気通路（１７）、および、前記第１空気通路へ前記第２空
気通路と並列に接続され前記第１空気通路から前記空気が流入すると共に前記第２空気通
路と空気流れ下流側で合流している第３空気通路（１８）が形成された空調ケース（１１
）と、
　前記第３空気通路に配置され、前記空気が流入する加熱器空気流入面（１５１ａ）およ
び前記空気が流出する加熱器空気流出面（１５１ｂ）を有して前記第３空気通路を流れる
前記空気を加熱する加熱器（１５）と、
　前記加熱器に対する空気流れ下流側に配置されて前記第３空気通路を開閉する開閉装置
（１４）と、
　前記加熱器に対する空気流れ上流側に配置され、前記第３空気通路が前記開閉装置によ
り閉じられた状態のときに前記第１空気通路から前記第２空気通路に流れる前記空気が、
前記第３空気通路側に進入することを抑制する板状のガイド部材（３２）と、
　前記第１空気通路に配置され、前記空気が流入する冷却器空気流入面（１３１ａ）およ
び前記空気が流出する冷却器空気流出面（１３１ｂ）を有して前記第１空気通路を流れる
前記空気を冷却する冷却器（１３）と、を備え、
　前記加熱器と前記冷却器は、前記加熱器空気流入面と前記冷却器空気流出面とが直交す
るように配置され、
　前記加熱器は、前記空気と熱交換する流体を流通させるチューブ（１５２）が多数積層
されて構成され、前記ガイド部材は、前記加熱器空気流入面と前記加熱器空気流出面の並
び方向に沿って見たときに、前記チューブと重なる位置に配置されていることを特徴とす
る車両用空調ユニット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明では、空気が流通する第１空気通路（
１６）、第１空気通路へ接続され第１空気通路から空気が流入する第２空気通路（１７）
、および、第１空気通路へ第２空気通路と並列に接続され第１空気通路から空気が流入す
ると共に第２空気通路と空気流れ下流側で合流している第３空気通路（１８）が形成され
た空調ケース（１１）と、第３空気通路に配置され、空気が流入する加熱器空気流入面（
１５１ａ）および空気が流出する加熱器空気流出面（１５１ｂ）を有して第３空気通路を
流れる空気を加熱する加熱器（１５）と、加熱器に対する空気流れ下流側に配置されて第
３空気通路を開閉する開閉装置（１４）と、加熱器に対する空気流れ上流側に配置され、
第３空気通路が開閉装置により閉じられた状態のときに第１空気通路から第２空気通路に
流れる空気が、第３空気通路側に進入することを抑制する板状のガイド部材（３２）と、
第１空気通路に配置され、空気が流入する冷却器空気流入面（１３１ａ）および空気が流
出する冷却器空気流出面（１３１ｂ）を有して第１空気通路を流れる空気を冷却する冷却
器（１３）と、を備え、加熱器と冷却器は、加熱器空気流入面と冷却器空気流出面とが直
交するように配置され、ガイド部材は、空調ケースにおける加熱器空気流入面に対向する
部位と加熱器空気流入面との間に形成された加熱器空気流入通路（１８１）に配置される
とともに、加熱器空気流入通路を複数個に分割するように構成されていることを特徴とす
る車両用空調ユニット。
　また、請求項３に記載の発明では、空気が流通する第１空気通路（１６）、第１空気通
路へ接続され第１空気通路から空気が流入する第２空気通路（１７）、および、第１空気
通路へ第２空気通路と並列に接続され第１空気通路から空気が流入すると共に第２空気通
路と空気流れ下流側で合流している第３空気通路（１８）が形成された空調ケース（１１
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）と、第３空気通路に配置され、空気が流入する加熱器空気流入面（１５１ａ）および空
気が流出する加熱器空気流出面（１５１ｂ）を有して第３空気通路を流れる空気を加熱す
る加熱器（１５）と、加熱器に対する空気流れ下流側に配置されて第３空気通路を開閉す
る開閉装置（１４）と、加熱器に対する空気流れ上流側に配置され、第３空気通路が開閉
装置により閉じられた状態のときに第１空気通路から第２空気通路に流れる空気が、第３
空気通路側に進入することを抑制する板状のガイド部材（３２）と、第１空気通路に配置
され、空気が流入する冷却器空気流入面（１３１ａ）および空気が流出する冷却器空気流
出面（１３１ｂ）を有して第１空気通路を流れる空気を冷却する冷却器（１３）と、を備
え、加熱器と冷却器は、加熱器空気流入面と冷却器空気流出面とが直交するように配置さ
れ、加熱器は、空気と熱交換する流体を流通させるチューブ（１５２）が多数積層されて
構成され、ガイド部材は、加熱器空気流入面と加熱器空気流出面の並び方向に沿って見た
ときに、チューブと重なる位置に配置されていることを特徴とする車両用空調ユニット。
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